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6. マレイシア・ムダ地区における 2,4-D 抵抗性型ヒテリコの分布と除草剤に対する反応

〔要約〕マレイシアのムダ地区で発見された 2， 4-D抵抗性型のヒデリコは，感受性型に比べて29倍の抵

抗性を示すが，使用する除草剤を変えることによって容易に防除でき，短期間で抵抗性型の発生率を低

下させることが可能である。
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〔背景・ねらい〕

広葉及びカヤツリグサ科雑草対象除草剤として，2 , 4-Dはマレイシアの直播水田で広く使用されている。

しかし，2,4-Dで枯殺できないカヤツリグサ科雑草ヒデリコ(Fimbristylis miliacea (L.) Vahl.) が，

1989年にムダ地区のグラウ村で見つかった。この2 , 4-D抵抗性型ヒデリコは， 形態による感受性型との

識別ができず，同地区での分布拡大が懸念されている。

そこで，除草剤抵抗性型雑草の発生抑制法を検討するために，2, 4-D抵抗性型ヒデリコのムダ地区にお

ける現時点での分布と ， 数種除草剤に対する反応を検討した。

（成果の内容• 特徴〕

1. 感受性型ヒデリコが2 ,4-Dジメチルアミン液剤の通常使用量( 0. 087 g a.i./rnり の処理 によって死滅

したのに対して， 抵抗性型はその32倍の薬量(2.78 g a.i./rnりを処理してもその後回復した（図1)。

半数致死薬量(LDso) では，両型の間に29倍の違いがあった。

2 . 抵抗性型は 2 4-Dプチルエステル水和剤，2, 4-Dエチルエステル水和剤，2 , 4-Dナトリウム塩水溶， 

剤，MCP A各剤に対しても抵抗性であったが，プロ パ ニ）レ，パ ラコ ート ，グルフォシネイト ・ アンモ

ニウム塩に対しては交差抵抗性が見られなかった（表1)。

3. 1993年に行った分布調査の結果，ムダ地区10 0箪の ヒデリコ多発水田のうち 5 箪の水田で抵抗性型個

体の発生が確認されたが，残り の95籠の水田では感受性型のヒデリコが多発していたことから， 同地区

での抵抗性型の発現頻度は低いと考えられた（図2 )。

4. 抵抗性型が見つかったグ ラウ村では，7 0策の水田のうち69箪の水田で抵抗性型ヒデリコ の発生が認め

られた。抵抗性型個体の割合が86%であった水田でその後2,4-Dを使用せずス）レフォ ニ）レウレア系除

草剤を用いたところ， 2年間で抵抗性型の割合が1.7%にまで低下した。

以上の結果から，2,4-D抵抗性型ヒデリコは感受性型に比べて29倍の 2, 4-D抵抗性を示したが，使用

する除草剤を変える こ とによって容易 に防除できること，短期間で抵抗性型の発生率を減らすことが可能

であることが分かった。

（成果の活用面 ・ 留意点〕

本研究の成果は，現在でも2, 4-Dを中心とした防除体系がとられている 地域の稲作での雑草防除法の

策定に有用である。また，本研究手法は今後発現が懸念されているスルフォニルウレア剤など他の除草剤

に対する抵抗性雑草の研究にも利用できる。

但し，除草剤 の作用性や雑草の生育は地域によって大きく異なることが予想されるので，本情報の適用

範囲は熱帯稲作地域に限られる。
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〔具体的デ ー タ〕

抵抗性型 感受性型

図1 2, 4-D抵抗性型（左）及び感受性型（右）ヒデリコの2, 4-Dジメチルアミン液剤に
対する反応(1992年12月）
薬量（奥） 7.0x10-1 1.4 2.8 5.6 11.1 g a.i./m2 

薬量（中） 2.2x10-2 4.4x10-2 8.7x10-1 1.7x10-2 3.5x10-1 g a.i./m2 

薬量（手前） 0 1.4xl0-3 2.7x10-3 5.4x10-3 1.1x10-2 g a.i./m2 

表1 数種除草剤に対する抵抗性型と感
受性型ヒデリコの反応

供試除草剤
処理 枯 死 率

薬量 抵抗性型感受性型

g a.i./m' ％ ％ 
実験 1 (1993年1月）
2,4-D dimethyl amine 0.087 10.6 100.0 ** 

0.170 7.8 100.0 ** 
0.700 4.3 100.0 ** 

2,4-D iso-butylester 0.068 0.0 81.3 ** 
0.140 19.4 94.6• • 
0.540 15.6 100.0 * * 

propanil 0.350 58.7 39.9 N.S.
0.700 65.5 83.5 N.S.
2.800 91.9 100.0 N.S.

paraquat 0.032 32.7 26.2 N.S.
0.064 77.7 73 3 N.S. 
0.260 100.0 100 0 NS. 

glufosinate ammonium 0.024 0.0 7.4 N.S.
0.047 6.7 25.5 N.S.
0.190 100.0 100 0 N.S.

実験 2 (1993年5月）
2,4-D dimethylamme 0.087 17.6 93 6• • 

0.170 37.6 89.0 * * 
0.700 61.0 93.7 *

2,4-D ethylester 0.051 0.0 54.8 ** 
0.102 5.6 39.8 *
0.408 39.7 80.8 ** 

MCP A ethylester 0.042 0.0 66.2 ** 
0.084 62.4 78.2 N.S.
0.336 53.5 97.6 * * 

2,4-D sodmm salt 0.062 21.6 97.3• • 
0.105 24.4 89.5 * * 
0.418 32.9 92.0 玉＊
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MCP A sodium salt 0.043 27.4 92.8 ** 図2 ムダ地区における抵抗性型ヒデリコの分布(1993年乾期作）
0.086 50.9 100.0 ** 
0.343 100.0 100.0 N.S. ■ ：抵抗性型固体の発生が確認された場所

〇：抵抗性型固体の発生が確認されなかった場所
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